
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「資質・能力を育成する授業にしたいけれど・・・どこから力をいれていこうかな？」 

日々の実践を見直すと、きっと悩みはありますよね。その悩みから自分の授業改善に必要な要素を考えてみま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、自分の授業改善の方向が見えてきませんか？また、「“友との関係性をつかむ”をもっと考えて、

グループ学習のグルーピングを考えてみよう」などといった新たな方策が見えてくるかもしれません。以下に悩

みをいくつか挙げてみました。「この悩み、わかるなあ」という要素からご自分の授業実践をふり返り、授業改善

のヒントをつかんでみてください。 
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  用いてきた

見方・考え方

を考える 

どんな配

慮が必要

か考える 

つまずき 

を予想す

る 

 

カリキュラ

ム・マネジ

メント 

 

「一帯一学」への扉 

授業準備はしているし丁寧に説明

もしている。でも、子どもが意欲的

に追究しているとは言えない・・・ 

 

この先生は、学習内容の定着を大切にされています

が、子どもの関心はどこにあるのでしょうか。 

この悩みから授業改善にあたって、 

☜ という要素から考えてみると・・・ 

子どもたちは喜んで活動している

と思うけど、それだけでいいのか

な。 

子どもの声を大切にしているつ

もりだけれど、一部の子だけが

中心の授業になるのよね。 

指示したことはちゃんとやるん

だけれど、自分から取り組もう

とする姿が少ないなあ。 

グループ学習を位置づけても

発表会になってしまって、時間

があまってしまうことが多いの。 

“深い学び”という言葉を最近

よく聞くけれど、子どものどん

な姿のことなのかなあ。 

そもそも“カリキュラム・マネジメ

ント”って、どういうことをやるんだ

ろう。 

子どもたちと楽しい授業を創りたいけど、

結局やらせる学習になってしまうのよね。 

子どもを主語とした授業にしようと取り組ん

でいくことで、授業改善の方向も見えてくるよ。 

資質・能力の育成に向けた授業づくりに必要

な方向や方策を考えてみると、きっと明日の授

業が楽しみになってくるよ！ 

＊これらが全てではありません。日々の授業改善のポイントとして１ページと合わせてご活用ください。 
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１P の表へ 

 【例】 

子ども 

理解 

連 載 

第５回 

「一帯一学」への扉 【国語科編】 
～資質・能力の育成に向けた授業づくり～ 

考えと理由を明確にし，相手に伝わる文章を書く力を育てたい  
「自分でできる安全対策リーフレット」を作ろう（小学校４年） 

杉本先生は，互いの文章を先入観なく読めるよう，書く内容が重なら

ない子ども同士でグループを組みます。Ｓさんは，地震の揺れで自然に扉

が開く防災倉庫の仕組みを書きますが，Ｙくんとの，「だから，…」とそ

の先を問う対話から，仕組みの説明が一番伝えたいことではなく，その後

に自分の考えを述べることが大切だと気づきます。Ｓさんは，「つなぎ言

葉」を使って，「だから，地しん，こう水になった時も，安心して食べ

物が取れます。」と書きます。杉本先生は「つなぎ言葉をうまく使えた

ね。」と理由と考えを明確にできたことを価値付けます。 

相手にきちんと伝わるものにしたい，そのために意見をもらいたいという必要感が，「対話
的な学び」につながります。また，「この観点に気付けたね」と価値付ける教師の出は，子ど
もが言葉の役割に気付き，その言葉を適切に使って文相互の関係を示すことにつながります。 

 素材研究を丁寧に行った教師だからこそ，子どもが言葉の役割に気付き，そ
の言葉を適切に使って文相互の関係を示すことができたことを自覚させ，子
どもの言語能力を育てることにつながります。 

指導 

研究 

素材 

研究 

［松本市立旭町小学校］杉本 直人 先生 

事実や調べたことを羅列するだけで考えが伝わりにくい文章を書く児童が多いと感じて
いた杉本直人先生。書くことに意欲をもてるよう，総合的な学習の時間に取り組んできた防
災を題材にして，理由と考えを明確にして書けるようになることをねらいました。 

「つなぎ言葉」をうまく使うと，事実と自分の考えをつなげ

て，知ってほしいことを伝えられることに気付いたＳさんは，

「自分も友だちの文章を分かりやすくできたし，自分の文章も

分かりやすくできたから，相手に伝わる自信がつきました。」と

振り返ります。杉本先生は，「アドバイスから，どう直せばいい

かがわかったね。」と，理由と考えを明確することで相手に伝わ

る文章にできる見通しがもてたことを子どもに伝えました。 

共に歩まん 
「一帯一学」へ 

前時の終末，「自分で見直したけど，これで相手に伝わるのかな」という子ど

もたちの意識を捉えた杉本先生は，どうすれば伝わる文章にできるのかを聞きま

した。子どもたちは，前単元の既習を想起し，「読み合う。」「アドバイスをし合

う。」と反応します。杉本先生が，下書きで意識した相手に伝わる文章にするた

めの４つの観点に沿って読み合うとよいことを伝えた後，Ｓさんは，４つの中か

ら「つなぎ言葉がうまく使えているか」を追究の見通しとしてもちました。 

 毎時間の振り返りを大事に考え，子どもたちの学びの姿を確認しているからこそ，「こ
れで相手に伝わるのか」という子どもの声をもらさず受けとめることになります。その
ことが，子どもたちの主体的に学ぶ姿につながります。 

子ども 

理解 

Ｙくん 
Ｓさん 

Ｓさん 

Ｓさん 



特集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体 育 

 

松 本 

外国語活動 

 

安曇野 

【ねらい】インタビュー活動を通して得た情報を基に， 

友達について伝え合うことができるようになる。 

「We Can!1 Unit5  

“She can run fast. 

 He can jump high.”」（５年） 

“What ～ do you like?” “Can you～?”などを使って，友

とインタビューし合い，得られた情報をクイズ形式で伝え合うこと

で，その場で思考し，即興的に英語を使う姿が見られました。 

◆本日の目玉は？◆ 

1,既習事項を生かし

て，友と伝え合う活

動場面の設定 

2,｢話すこと(やり取り)｣を

Goal にした単元展開 

 

 

 

特別活動 

 

木 曽 
【ねらい】小グループで話し合い，私たちの 

「にっこにこ！！大作戦」を決める。  

「にじいろわんぱくだん 21 
 ～「もっとやってみよう」を見つけて 

にっこにこステージにしよう～」（１年） 

グループの発表を聞いた友だちからの意見を参考にして，私た

ちのグループ発表をさらによくしていこうと，１年生の発達段階に

応じた小グループでの合意形成を目指す手だてが有効でした。 

◆本日の目玉は？◆ 

1,小グループでの合意形 

成の場の位置付け 

2,発言する，話を聞く教

師の支援 

音 楽 

 

塩 筑 

【ねらい】打楽器の音の特徴に気づき， 

演奏意欲を高める。 

「いろいろな音を楽しもう」 

（２年） 

単元の第一時。子どもたちの願いから，実際に楽器を鳴らし

ながら，音の特徴を捉えていく姿が見られました。授業終末，先

生方の参考生演奏に，これからの学習への意欲が MAX に！ 

◆本日の目玉は？◆ 

1,学習したいことをみんな

で決める 

2,打楽器で音遊び 

3,参考演奏は生演奏 

【ねらい】友と動きを見合い伝え合いながら練習して， 

目指す動きに近づける。  

 

「めざせ！マットの達人」 

（６年） 

試技の度にコーチと対話をしながら追究していた選手の姿が見ら

れました。技の動画やポイントカード，課題別練習の場や学習カー

ド等，思わず友と対話したくなる仕掛けが用意されていました。 

 

◆本日の目玉は？◆ 

1,選手とコーチの役割を

明確にしたペア学習 

2,技の動画やポイントカ

ードを使っての追究 

 

総 合 

 

北 安 

【ねらい】パンフレットに載せる内容を友だちと話し合う 

ことで，読み手にとってより興味のある内容にしていく。  

○○○←※本時のねらい 

 

単元名「Come on YASAKA!!」 

～ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを作ろう～（５年） 

 

子どもたちは自分の問いに向けて，「灰焼きおやき」に興味をも

ってもらえる内容になっているか話し合っている姿が見られました。

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを見合う時のポイントが明確で有効な支援でした。 

◆単元の目玉は？◆ 

1,「地域のためにできるこ

とは何か」という問い 

2,地域の魅力である「灰

焼きおやき」を作る 

3,読み手を意識する 

 

 

「一帯一学」への扉  
～資質・能力の育成に向けた授業づくり～ 

中信地区は，南北に約160㎞！ 

すべての学校，すべての教室で 

子どもたちが先生と共に 

学んでいるよ。 

 

学びの主語を子どもにした 

授業が展開されたよ！ 
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グループ学習のグルーピングを考えてみよう」などといった新たな方策が見えてくるかもしれません。以下に悩
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もしている。でも、子どもが意欲的
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この先生は、学習内容の定着を大切にされています

が、子どもの関心はどこにあるのでしょうか。 

この悩みから授業改善にあたって、 

☜ という要素から考えてみると・・・ 

子どもたちは喜んで活動している

と思うけど、それだけでいいのか

な。 

子どもの声を大切にしているつ

もりだけれど、一部の子だけが

中心の授業になるのよね。 

指示したことはちゃんとやるん

だけれど、自分から取り組もう

とする姿が少ないなあ。 

グループ学習を位置づけても

発表会になってしまって、時間

があまってしまうことが多いの。 

“深い学び”という言葉を最近

よく聞くけれど、子どものどん

な姿のことなのかなあ。 

そもそも“カリキュラム・マネジメ

ント”って、どういうことをやるんだ

ろう。 

子どもたちと楽しい授業を創りたいけど、

結局やらせる学習になってしまうのよね。 

子どもを主語とした授業にしようと取り組ん

でいくことで、授業改善の方向も見えてくるよ。 

資質・能力の育成に向けた授業づくりに必要

な方向や方策を考えてみると、きっと明日の授

業が楽しみになってくるよ！ 

＊これらが全てではありません。日々の授業改善のポイントとして１ページと合わせてご活用ください。 
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 【例】 

子ども 

理解 

「一帯一学」への扉  
～資質・能力の育成に向けた授業づくり～ 

数 学 

 

北 安 

【ねらい】２つの数量の関係が比例するとみなすこと 

で，未知の状況を予測できることがわかる。 

 

単元名「変化と対応」 

（１年） 

全校の生徒がウェーブするのにかかる時間を知るために，人数を

決め実際に計測したデータを用いることで，人数と時間の関係を

表やグラフに表現し，進んで問題解決していく姿が見られました。 

◆本日の目玉は？◆ 

1,習得した知識・技能を

活用する場の位置付け 

2,自分たちで実際にデー

タをとる活動 

特別支援 

 

松 本 

「一枚の紙から 

～灯りのデザイン～」 

（２年：美術） 

席を離れて自由に作品を見合うヒントタイムは, 友との対話だ

けではなく, 集中力を継続させ，自分のアイディアスケッチを基に,

更に工夫しようとする生徒の姿につながりました。 

◆本日の目玉は？◆ 

1,友だちの作品を見合う 

ヒントタイム 

2,十分に試せる素材の 

準備・時間の確保 

道 徳 

 

木 曽 

社 会 

 

塩 筑 

【ねらい】自分たちの作成している防災マップを， 

多面的・多角的に考察し，よりよいものにする。 

「防災マップを作成しよう 

～地域調査の手法～」（２年） 

資料から得た災害の発生時刻，避難後の生活等の情報から新

たな視点を見いだし，友と改善点を語り合い, 夜間の危険箇所な

ど地域の人にとってより有効なマップにしようとする姿がありました。 

【ねらい】試したり，友だちの作品を見たりして， 

自分の表現したい光や形のイメージをもつ。 

「にっこにこ！！大作戦」を決める  

【ねらい】友だちとは，互いに高め合う存在であることに気付き， 

よりよい友人関係を築いていこうとする道徳的態度を養う。  

○○○←※本時のねらい 

 

「望ましい友人関係」（２年） 
教材名 「友だち」 

（わたしの築くみちしるべ ２） 
内容項目 B友情，信頼 

「本当の友だちなら，厳しくしないといけないの？」という問いを

互いの経験を聴いて考え，「時に厳しく，時に優しく，共に成長

することが大切」と，納得した考えを見いだし笑顔でした！ 

◆本日の目玉は？◆ 

1,様々な視点から考えら

れる中心的な発問 

2,小グループで互いの価

値観を交流する場を設

ける 

 

理 科 

 

安曇野 

冬の季節風による湿った北西の風が, 自分たちの住む安曇野

にどのように流れてくるのか, 長野県の積層地図を用いて意見を

交わし合いました。学び合いのよさ・地域素材のよさが光りました。 

◆本日の目玉は？◆ 

1,小グループで妥当性を検

討し合う 

2,自分たちの地域の気象

を考える（地域素材） 

 

 

「大気の動きと日本の天気」 

（２年） 

【ねらい】冬の特徴的な天気を，天気図・気象衛星 

画像・風向・モデル実験等と関連させて説明する。 

 

 

◆本日の目玉は？◆ 

1,各班の防災マップからよ

さを見つける場を設ける 

2,新たな視点を獲得でき

るような資料提示と教

師の問い返し 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まずはご自分が旧免許所持者か新免許所持者かご確認ください。 

〇旧免許状所持者 

  平成２１年３月３１日以前に初めて教員免許状を所持した者→ 修了確認期限は各自の生年月日に対応した期限 

〇新免許状所持者 

  平成２１年４月１日以降に初めて教員免許状を所持した者→ 有効期限は各自の免許状に記載された有効期間満了日 

 

〇受講対象者（栄養教諭免許状所持者を除く）の生年月日 

昭和３８年４月２日～昭和３９年４月１日 

昭和４８年４月２日～昭和４９年４月１日 

昭和５８年４月２日～昭和５９年４月１日 

〇栄養教諭の旧免許状所持者は栄養教諭免許状の授与年月日に対応した期限です。 

今年度は平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日の間に栄養教諭免許状を授与された方が対象です。 

 
教員免許を更新せず、失効してしまうと… 

     現職教員等は失職してしまいます 

♦ご自分の免許状の期限が確認できましたら、以下のサイトをご参考にお早めに申し込みの上、受講してください（通信制の講習もあ

ります）。 

 〇平成３０年度に開講する免許状更新講習の一覧 

  http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/004/index.htm 

 〇免許状更新講習の受講から手続までの流れ 

  http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/002/index.htm 

 

♦更新講習を３０時間履修した方へ 

更新講習を受講しただけでは、教員免許は更新されません。 

必ず更新講習修了確認申請書を提出してください。 

   

 書類審査によっては不敵になる場合もありますのでお早めにご提出ください 

     今年度の旧免許状所持者の修了確認申請期限は平成 31 年１月 31 日（木）です！ 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
          

学校を核とした地域コミュニティをめざして 
 

平成30年12月１日（土） 12:50～16:10  長野県総合教育センター 講堂 

 

中信地区のコミュニティスクール設置率は100％となりました。学校と地域が一体となって
取り組もうとする中で、課題も見えてきているのではないかと思います。「地域とともにある
学校」について考え合い、共有することを通して、地域ぐるみで子どもの学び、育ち、そし
て地域の未来をつくっていけるようにしましょう。 

 

    演題『「地域に開かれた学校」から「地域とともにある学校」へ』 
 

 

 

 

 
 

                                                  

                 

 

 

 

 

 

 

 

【講師紹介】 相田 康弘（そうだ やすひろ） さん 
平成27年～29年の３年間、文部科学省初等中等教育局参事官（学校運営支援担

当）付専門職として、全国各地で学校と地域が一体となって子どもたちを育む、「地
域とともにある学校づくり」に向けてご尽力される。 
今年度10月からは、文部科学省総合教育政策局 地域学習推進課 地域学校協働

活動推進室 コミュニティ・スクール推進係長として、これまでの実績をもとに、コ
ミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進に向けて活躍されている。 

まだ間に合います！ 

待ってます！ 
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姨捨の棚田
た な だ

で田植えをする小学生 
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＊学年だより等でこのまま紹介することも可能です。  
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の象山神社
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前
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＊学年だより等でこのまま紹介することも可能です。 


